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はじめに 

 

 平成 26 年 9 月の感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関する法律施行規則の改正により，カルバペネム

耐性腸内細菌目細菌（以下，CRE）感染症が全数把握届出対

象 5 類感染症に追加された．さらに平成 26 年 11 月の同法

の改正では，感染症に関する情報の収集に関する規定が整

備され，埼玉県では独自の埼玉県病原体サーベイランス実

施要領を制定した．埼玉県衛生研究所では同要領に基づき

平成28年 4月より，県内における薬剤耐性化傾向の把握を

目的として，届出患者からの分離菌株の積極的収集，検査，

結果の還元を行っている 1，2) ．本報では2024 年度の検査状

況を報告する． 

 

対象および方法 

 

1 対象 

 2024 年 4 月から 2025 年 3 月までに CRE 感染症として届

出のあった83株の内，埼玉県衛生研究所に搬入された分離

株75株を対象とした． 

 

2 検査方法 

(1) 届出状況調査 

 『感染症発生動向調査事業の感染症サーベイランスシス

テム（NESID）』の届出情報をもとに，75株の患者情報（性

別，年齢，分離検体種別）を調査した． 

(2) 菌種同定 

 搬入された菌株については生化学的性状確認及びID テ

スト・EB-20（日水製薬）により菌種を同定した． 

(3) 薬剤耐性遺伝子の検査 

 Multiplex PCR 法により，KPC 型，NDM 型，IMP 型，

VIM型，OXA-48型，GES型のカルバペネマーゼ遺伝子，

TEM 型，SHV 型，CTX-M-1 group，CTX-M-2 group，CTX-

M-8 group，CTX-M-9 group の ClassA β-ラクタマー

ゼ遺伝子，MOX 型，CIT 型，DHA 型，EBC 型，FOX 型，

ACC 型の AmpC β-ラクタマーゼ遺伝子，合計 18 種の

β-ラクタマーゼ遺伝子について検査を実施した． 

(4) IMP 型の調査 

 

 

薬剤耐性遺伝子のうち IMP 型が検出された菌株に関して

は，Amplification Refractory Mutation System PCR 3) 

によりIMP-1 と IMP-6に分類した． 

 

結果 

 

1 患者の内訳 

 75株の患者年齢の分布を表1に示した．60歳以上が66例

で全体の 88.0％を占めた．性別は男性が 40 例（53.3％），

女性が35例（46.7％）であり，ほぼ同等であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 検体別検出状況 

 検体種別検出状況を表 2 に示した．尿，血液からの検出

が多く，尿が30株（40％），血液が17株（22.7％）であっ

た．通常無菌的であるべき検体（血液，腹水等）から分離さ

れたものは20検体（26.7％）となった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県衛生研究所におけるカルバペネム耐性腸内細菌目細菌の検査状況 
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年代 男性 女性 計（人）

20歳未満 0 2 2

20代 0 0 0

30代 2 0 2

40代 0 0 0

50代 4 1 5

60代 3 1 4

70代 11 11 22

80代 18 15 33

90代 2 5 7

40 35 75

表1 CRE感染症の分布表（2024年度）

株数 割合(%)

尿 30 40.0

血液 17 22.7

喀痰 15 20.0

膿 4 5.3

腹水 3 4.0

胆汁 3 4.0

便 2 2.7

肝嚢胞内容液 1 1.3

計 75

表2 検体の内訳（2024年度）
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3 菌種別検出状況 

 菌種別検出状況を表 3 に示した．75 株からは，6 菌種が

同定され，Enterobacter cloacae complex が 33株（44％）

と最も多く，次いでKlebsiella aerogenesが26株（34.7％），

Klebsiella pneumoniae が 7 株（9.3％），Citrobacter 

freundii complex が 4株（5.3％），Escherichia coli が 4

株（5.3％），Morganella morganii が 1株（1.3％）であっ

た．図1で示した年度別検出菌種状況のとおり，上位2菌種

のEnterobacter cloacae complex，Klebsiella aerogenes

が例年通り大半を占めていた． 

 

4 β-ラクタマーゼ遺伝子検出状況 

 β-ラクタマーゼ遺伝子検出状況を表4に示した．いずれ

かの耐性遺伝子が確認できた株は 52％（39/75 株）であっ

た．このうち，2重下線で示したカルバペネマーゼ遺伝子が

確認できた株は32％（24/75 株）で，NDM 型が 2株，KPC 型

が 1 株，OXA-48 型が 1 株，IMP 型が 20 株であった．NDM 型

は 2年連続で複数株確認されており，KPC 型は 2019 年以来

の検出，OXA-48 型は2017 年以来の検出であった．1重下線

で示したClassA β-ラクタマーゼ遺伝子が検出された株は

14.7％（11/75 株）で，複数のClassA β-ラクタマーゼ遺

伝子を保有する株が 6 株認められた．各遺伝子を保有する

株数としては，SHV型が 8株，TEM 型が 6株，CTX-M-1group

が 2株，CTX-M-9group が3株であった．AmpC β-ラクタマ

ーゼ遺伝子が検出された株は16％（12/75株）で，EBC型が

10株，DHA型が2株であった．EBC型は E. cloacae complex

から，DHA型はK. pneumoniaeと M. morganiiから検出され

ているため，K. pneumoniae以外は全て染色体由来の遺伝子

である可能性が高い．表 5 では 2016 から 2023 年度までの

β-ラクタマーゼ遺伝子検出状況を示した．2024 年度は，E. 

cloacae complex においてカルバペネマーゼ遺伝子の保有

率が54.5％（18/33）となっており，2016 から 2023 年度の

36.4％（43/118）と比べ，保有率が高かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菌種 株数 割合（％）

Enterobacter cloacae  complex 33 44.0

Klebsiella aerogenes 26 34.7

Klebsiella pneumoniae 7 9.3

Citrobacter freundii  complex 4 5.3

Escherichia coli 4 5.3

Morganella morganii 1 1.3

計 75

表3 菌種別検出状況（2024年度）

E. cloacae  complex 33

IMP型 14

EBC型 7

IMP型、EBC型 3

TEM型 2

IMP型、SHV型、CTX-M-9group 1

18種陰性 6

K. aerogenes 26

18種陰性 26

K. pneumoniae 7

SHV型、CTX-M-9group 2

SHV型、TEM型、CTX-M-1group 2

IMP型、SHV型 1

KPC型、SHV型 1

SHV型、TEM型、DHA型 1

C.freundii  complex 4

IMP型 1

18種陰性 3

E.coli 4

OXA-48型 1

NDM型 1

NDM型、TEM型 1

18種陰性 1

M. morganii 1

DHA型 1

総数 75

表4 菌種別・β－ラクタマーゼ遺伝子検出状況(2024年度)

1重下線はClassAβ-ラクタマーゼ遺伝子、2重下線はカルバペネマーゼ遺伝子を示す。
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5 IMP 型の調査 

 IMP 型が検出された菌株を PCR により IMP-1 と IMP-6 に

分類した結果，IMP-1 が 95％（19/20 株），IMP-6 が 5％（1/20

株）だった．公衆衛生上特に問題となるカルバペネマーゼ

産生腸内細菌目細菌のうち，本邦では IMP 型が分離報告の

多い遺伝子型であり，IMP-1 は全国からまんべんなく分離

され，IMP-6 は近畿・東海北陸地方に偏在すると言われてい

る 4) ．今回の結果もIMP-1 の割合が高く，全国の傾向と一

致していた． 

 

考察 

 

 例年CREの検出数はKlebsiella aerogenesとEnterobacter 

cloacae complexの検出数が多く，2024 年度においても，

E. cloacae complex，K. aerogenesの順に多かった．しかし，

2025 年 4 月の法改正に伴って，CRE の検出状況は大きく変

化することが想定されている．K. aerogenes の検出は非常

に多いが，そのほとんどはカルバペネマーゼ遺伝子を保有

せず，染色体由来の AmpCβ-ラクタマーゼ過剰産生による

イミペネム及びセフメタゾール耐性での届出であった 5) ．

しかし，新基準ではこのイミペネム基準は削除されており，

これによってカルバペネマーゼ遺伝子を保有していないK. 

aerogenes の多くがCREの届出基準外となる事が想定される． 

 当所で検出した CRE においては，IMP 型の検出率が高か

ったが，全国的にはIMP 型の検出率が下がり 6) ，海外型と

言われるNDM型やOXA-48 型，KPC型等のカルバペネマーゼ

遺伝子の検出率が上がっている．埼玉県でも NDM 型，OXA-

48 型，KPC型の検出が2024 年度も見られており，IMP型が

増えた上で，海外型遺伝子も増加していた．NDM型は新薬で

あるセフィデロコル耐性を持った株も報告されており，更

なる警戒が必要である 7) ． 

 海外型遺伝子の増加は検査をする上でも注意が必要とな

ってくる．国内主流である IMP 型は阻害剤であるメルカプ

ト酢酸ナトリウム（SMA）によって阻害されるが，NDM型は

同じメタロ型β-ラクタマーゼであっても SMA による阻害

を受けにくい．また，OXA-48 型や KPC 型等のセリン型β-

ラクタマーゼは SMA による影響を受けない．そのため，ス

クリーニングにおいては SMA 法よりも modified 

Carbapenem Inactivation Method（mCIM）を用いる事が推

奨される．ただし，OXA-48 型等のカルバペネム分解活性の

低い株ではmCIM を用いても偽陰性になる事があるため，遺

伝子検査等も行い総合的な判断が必要となる． 

 これらのβ-ラクタマーゼ遺伝子は海外型と呼ばれてい

るが，近年の分離株では患者の海外渡航歴がない事が多く，

国内に定着し始めているおそれがある．これらの変化を捉

えるため今後より一層の注意の元，データの蓄積・還元を

行い薬剤耐性菌対策の一助としたい． 
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